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	講演の概要

　生物は刻々と変化する細胞内外の環境を検知し、その時々で相応しい代謝反応を行うため様々な遺伝子の発現を調節し、その環境に馴化し生育・生存する。これまでの研究は、どの様な環境でどういった種類の遺伝子の発現が制御され、いかにして環境に馴化するかに重きが置かれてきた。しかしながら、生物がどの様な分子機構で環境変化を検知するかについては、ほとんど未解明である。

　我々はラン藻Synechocystis sp. PCC 6803をモデルとして、その分子機構の解明を試みている。ラン藻を含む細菌では、ヒスチジンキナーゼと呼ばれるセンサーキナーゼが環境応答を担う主要な機構である。一般にヒスチジンキナーゼはC末端に位置し、保存性の高いキナーゼドメインと、多様性に富んだN末端側のシグナル検知ドメインからなる。ヒスチジンキナーゼのシグナル認識の特異性は、シグナル検知ドメインの多様性によりもたらされると考えられているが、その詳細は未解明である。最近我々は、機能を詳細に解析したリン酸欠乏センサーのキナーゼドメインに、機能未解明の他のキナーゼのシグナル検知ドメインを融合させたキメラセンサーをラン藻細胞内に発現し、本来とは異なる刺激でリン酸欠乏応答を制御させる系を開発した。機能を欠くことができない細胞の生育に重要なキナーゼであっても、キメラセンサーを発現させることにより、機能解析を試みることが可能となった。さらにそのキメラセンサーのシグナル検知ドメインの欠失や変異により、シグナルの認識に不可欠な領域を同定することができるようになった。
　本セミナーでは、遺伝子破壊が不可能であったHik2が新たにクロライドイオンに応答性を有することを見出したこと、低温・高塩濃度・強光などに応答するマルチストレスセンサーHik33のシグナル検知にPASドメインが関与することなど、キメラセンサー系を用いたヒスチジンキナーゼのシグナル検知機構の解析の現状を紹介する。
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